
身近な存在としての
現業職場

職
場
改
善
に
向
け
要
求
・
交
渉
を

自
治
労
現
業
評
議
会
は
、

全
国
統
一
闘
争
の
山
場
に
向

け
、
5
月
29
日
ウ
ェ
ブ
に
て

学
習
会
を
開
い
た
。

現
業
職
場
で
は
人
員
不
足

や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
課
題

が
山
積
す
る
な
か
、
現
場
課

題
の
解
決
に
向
け
自
ら
交
渉

を
行
い
、
改
善
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
組
合
員

の
要
望
や
意
見
を
反
映
し
た

要
求
書
を
作
成
し
、
ひ
と
り

一
人
の
思
い
を
力
に
交
渉
を

積
み
重
ね
て
い
く
し
か
な
い
。

6
月
の
全
国
統
一
基
準
日

に
向
け
、
よ
り
一
層
の
取
り

組
み
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合

で
、『
要
求
書
の
作
成
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
』『
要

求
書
を
提
出
し
て
、
ど
の
よ

う
に
交
渉
を
進
め
る
か
』
な

ど
、
闘
争
の
基
本
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め

て
学
習
す
る
機
会
と
な
っ

た
。自

分
の
職
場
を
知
る
こ
と

か
ら
ス
タ
ー
ト
。「
人
が
足

り
な
く
て
、
1
人
作
業
」「
危

険
作
業
も
安
全
配
慮
よ
り
時

間
短
縮
」
な
ど
、
現
場
の
作

業
環
境
は
、
不
安
や
不
満
な

く
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
？
い
ま
一
度
点
検
し
て
み

よ
う
。

2023 全国現業・公企統一闘争

現
業
労
働
者
の
賃
金
差

別
・
劣
悪
な
労
働
条
件
の
改

善
を
は
じ
め
、
清
掃
の
民
営

化
や
学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー

化
な
ど
に
対
す
る
直
営
堅
持

の
闘
い
が
現
業
統
一
闘
争
の

始
ま
り
。
全
国
に
30
万
人
以

上
い
た
現
業
職
員
は
今
や

9
・
3
万
人
ほ
ど
ま
で
に
減

少
し
て
い
る
。

自
治
労
と
し
て
の
闘
争
が

ス
タ
ー
ト
し
半
世
紀
以
上
が

経
過
す
る
な
か
、
現
業
職
場

を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
退
職
者
不

補
充
に
よ
る
人
員
削
減
や
外

注
化
・
委
託
化
、
さ
ら
に
は

賃
金
抑
制
な
ど
コ
ス
ト
論
を

優
先
し
た
合
理
化
攻
撃
な

ど
、枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

多
様
化
す
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
、
自
然
災
害
に
対
す
る
即

応
力
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る

現
場
力
。
当
た
り
前
の
存
在

と
し
て
自
治
体
の
最
前
線
で

働
く
現
業
職
員
が
、
地
域
や

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
多
い
。

2
0
2
3
現
業
・
公
企
統

一
闘
争
で
は
、「
住
民
の
未
来

に
貢
献
で
き
る
、
自
治
体
責

任
に
よ
る
質
の
高
い
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
確
立
」
を
基
本
目

標
と
し
つ
つ
、「
自
治
体
直
営

業
務
の
堅
持
」
を
は
じ
め
と

す
る
11
項
目（
右
下
別
記
）を

設
定
し
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
る
。
ま
た
、
通
年
闘
争

と
し
て
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

社
会
の
確
立
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
向
け
、
現
業
・
非
現

業
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
た

自
治
労
全
体
の
闘
争
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。

現
場
力
が
失
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
住
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
向
け
た
現
業
職
の
必

要
性
と
、
人
員
要
求
・
予
算

確
保
を
引
き
続
き
求
め
て
い

く
。
ま
た
、
住
民
と
一
番
身

近
に
接
し
て
い
る
現
業
・
公

企
職
員
の
知
識
や
経
験
を
活

か
す
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
提
言

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
職
場
の
課

題
、
地
域
の
課
題
だ
け
で
な

く
、
働
く
仲
間
に
向
き
合
う

自
治
労
運
動
を
、
現
業
・
公

企
統
一
闘
争
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
よ
う
。

藤
沢
市
役
所
の
道
路
維
持

課
に
勤
務
す
る
今
井
栄
彦
さ

ん
を
取
材
し
た
。

藤
沢
市
の
管
理
道
路
の
総

延
長
は
約
1
、3
0
0
㎞
。

市
内
を
南
北
2
分
割
し
、
市

内
の
地
域
の
道
路
（
ト
ン
ネ

ル
、
地
下
道
、
駅
前
広
場

等
）
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
補

修
・
応
急
修
繕
、
道
路
交
通

安
全
施
設
（
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
、
道
路
区
画
線
等
）
の
整

備
、
道
路
施
設
の
破
損
事
故

の
対
応
、
街
路
樹
の
維
持
管

理
・
改
良
な
ど
幅
広
い
業
務

を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
風

水
害
、
雪
害
な
ど
災
害
時
の

迅
速
な
対
応
も
重
要
視
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
直
営
業
務

の
強
み
に
も
な
っ
て
い
る
。

現
場
の
業
務
を
担
う
の

は
、
現
業
職
員
19
人
。（
南

部
11
人
、
北
部
8
人
※
う
ち

上
級
主
査
が
南
部
2
人
、
北

部
1
人
）。
南
北
で
作
業
車

3
台
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
1

台
、
リ
サ
ー
チ
車
1
台
ず
つ

を
配
備
し
、
1
班
2
人
態
勢

を
基
本
に
作
業
を
行
う
。

4
月
か
ら
増
員
へ

大
型
の
草
刈
り
な
ど
の
作

業
が
委
託
化
さ
れ
、
最
大
25

人
程
い
た
現
業
職
員
は
減
少

し
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
在
宅
時
間
が
増
え
る
な

か
で
細
か
な
要
望
な
ど
も
増

え
、
業
務
や
事
務
作
業
が
多

岐
に
わ
た
り
増
大
。
委
託
費

の
減
少
か
ら
、
現
在
は
草
刈

り
も
直
営
作
業
と
な
る
な
か

で
、
こ
の
4
月
か
ら
上
級
主

査
を
1
人
増
員
し
た
。

要
望
は
年
5
、0
0
0
件

市
民
、
市
職
員
、
議
員
な

ど
か
ら
の
作
業
要
望
が
、
年

間
5
、0
0
0
件
。
直
営
作

業
は
、
2
、0
0
0
件
超
で

危
険
性
の
高
い
も
の
か
ら
優

先
で
作
業
を
行
う
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
草

刈
り
作
業
が
メ
イ
ン
。
何
処

も
か
し
こ
も
伸
び
放
題
の
状

態
を
放
置
で
き
る
わ
け
で
は

な
く
、
ギ
リ
ギ
リ
の
体
制
の

な
か
で
、
優
先
業
務
の
合
間

に
草
刈
り
作
業
と
い
う
日
々

が
、
10
月
頃
ま
で
続
く
と
い

う
。

技
術
の
継
承
が
課
題

直
営
の
業
務
は
即
効
性
が

あ
る
も
の
が
中
心
に
な
り
、

桝
の
新
設
な
ど
大
型
の
作
業

は
委
託
が
増
え
て
い
る
。
グ

ル
ー
プ
で
の
大
型
作
業
が
減

る
な
か
、
技
術
の
継
承
が
大

き
な
課
題
。
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
や
迅
速
な
災
害
対
応
に

は
、
作
業
員
の
経
験
値
が
重

要
で
あ
り
、
職
員
の
高
齢
化

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

現
業
職
員
の
採
用

全
国
的
に
、
現
業
職
員
の

採
用
抑
制
が
続
く
な
か
、
藤

沢
市
で
は
、
現
業
職
の
在
り

方
と
職
の
確
立
に
向
け
、
質

の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
検
討

委
員
会
を
労
使
に
よ
り
設
置

し
て
お
り
、
各
職
場
に
お
け

る
職
員
配
置
の
定
数
化
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

定
数
化
に
よ
り
、
退
職
者

補
充
は
行
わ
れ
る
も
の
の
、

50
歳
代
が
多
く
を
占
め
る
年

齢
構
成
で
は
、
将
来
的
に
不

安
を
感
じ
る
部
分
も
あ
る
。

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職

員
や
若
年
層
職
員
の
採
用
に

向
け
た
課
題
も
残
さ
れ
て
い

る
。

組
合
員
の
代
表
と
し
て

藤
沢
市
職
労
の
現
評
議
長

で
副
委
員
長
で
も
あ
る
今
井

さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

役
員
の
理
解
だ
け
で
な
く
、

職
場
に
多
く
の
組
合
理
解
者

が
い
る
こ
と
は
大
き
い
。
組

合
員
の
声
を
し
っ
か
り
聴

き
、代
表
と
し
て
協
議
・
交
渉

す
る
だ
け
で
な
く
、
職
場
に

対
し
て
も
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
が
重
要
」
と
話
す
。

県
本
部
の
役
割

さ
ら
に
県
本
部
現
評
の
副

議
長
と
い
う
立
場
で
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
も
活
動

に
温
度
差
は
あ
る
。
県
本
部

と
し
て
、
信
頼
さ
れ
る
体
制

を
作
る
と
と
も
に
、
運
動
の

底
上
げ
と
底
支
え
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

た
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
路路路路路路路路路路路路路路路路路路路
維維維維維維維維維維維維維維維維維維維
持持持持持持持持持持持持持持持持持持持
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ととととととととととととととととととと
いいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ううううううううううううううううううう
仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

2023現業・公企統一闘争〈重点課題〉
ⅰ 現業・公企職場の直営堅持

ⅱ 質の高い公共サービスの確立に向けた新規採用

ⅲ 労働災害撲滅に向けた労働安全衛生の確立

ⅳ 高齢期でも安心して働き続けられる職場の確立

ⅴ 定年前再任用短時間勤務職員や暫定再任用職員

を含めた技能労務職員の賃金改善の取り組み強化

ⅵ 現場の声を反映した政策実現

ⅶ 災害対応や感染症対策など危機管理体制の強化

ⅷ コンセッション方式導入や安易な事業統合の阻

止

ⅸ 会計年度任用職員の処遇改善

ⅹ 業務上必要となった資格取得にかかる全額公費

負担の徹底

ⅺ 事前協議の確立、およびすべての労使合意事項

に対する協約の締結

県
本
部

は
、
来
年
結

成
70
周
年
を

迎
え
る
。
節

目
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
こ

れ
ま
で
の
運
動
を
振
り
返
る

き
っ
か
け
に
し
て
み
て
は
ど

う
か
◆
当
然
、
各
単
組
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
あ

り
、
そ
の
積
み
重
ね
が
今
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
役
員
が

変
わ
っ
て
い
く
と
、
実
際
に

そ
の
経
験
を
し
た
こ
と
が
な

く
、
伝
聞
で
し
か
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
も
増
え
て

い
く
◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
5
類
に
な
り
、

今
ま
で
と
何
が
変
わ
っ
た
の

か
の
実
感
は
ま
だ
な
い
が
、

臨
場
感
を
味
わ
う
た
め
に
も

会
議
や
集
会
な
ど
は
対
面
開

催
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た

い
◆
役
員
で
あ
る
期
間
、
い

か
に
次
世
代
に
運
動
を
つ
な

げ
て
い
く
か
を
常
に
考
え
、

新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
行
動
し
て
い
こ
う
。

（
清
）

中野 雅臣
蓼沼 宏幸

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

じちろうかながわ

（1）2023年6月1日号（毎月2回発行1日・15日） 自 治 労 神 奈 川 883号

現業とは
清掃、給食

調理、学校
用

務、道路整
備、庁舎警

備な

ど、多岐に
亘る業務に

おい

て、現場で
従事する技

能労

務職員のこ
と。民間委

託・

退職不補充
がすすむな

か、

災害対応や
地域連携な

ど自

治体現場力
を発揮する

現業

職員が求め
られている

。

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用できない人のために、営利目的
とすることを除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。
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川
崎
交
通
労
働
組
合

青
年
・
女
性
部
長

復
帰
51
周
年
を
迎
え
た
沖

縄
で
、「
第
46
回
5
・
15
平
和

行
進
」
が
5
月
12
〜
14
日
に

開
か
れ
た
。
4
年
ぶ
り
に
一

般
参
加
も
含
め
た
開
催
と
な

り
、
県
本
部
か
ら
は
4
単
組

18
人
が
神
奈
川
平
和
運
動
セ

ン
タ
ー
の
一
員
と
し
て
参
加

し
、
県
私
鉄
、
全
印
刷
小
田

原
等
の
参
加
者
と
と
も
に
歩

い
た
。

今
回
は
、
日
程
縮
小
の
た

め
、
中
部
基
地
コ
ー
ス
約
12

㎞
を
1
日
で
の
行
進
と
な
っ

た
。
1
2
0
0
人
の
行
進
団

（
南
部
戦
跡
コ
ー
ス
7
5
0

人
）
に
全
国
か
ら
参
加
し
た

全
県
か
ら
有
志
代
表
者
が

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行

い
、
沖
縄
の
現
状
を
確
認
し

な
が
ら
再
び
戦
争
を
さ
せ
な

い
想
い
を
込
め
て
行
進
し

た
。本

土
に
お
い
て
、
基
地
の

話
は
政
治
の
話
に
な
る
こ
と

が
多
い
が
、
沖
縄
で
は
生
活

の
話
に
直
結
す
る
。
政
府
が

2
0
2
2
年
12
月
に
閣
議
決

定
し
た
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
を
明
記
し
た
安
全
保
障

関
連
3
文
書
は
、
武
力
を
用

い
な
い
姿
勢
を
根
底
か
ら
覆

し
た
も
の
で
あ
り
、
南

西
諸
島
を
中
心
に
軍
事

力
が
強
化
さ
れ
基
地
を

減
ら
し
て
い
く
ど
こ
ろ

か
逆
行
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
他
人

事
と
せ
ず
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
。

第
二
の
基
地
県

神
奈
川
と
し
て

沖
縄
の
問
題
は
決
し

て
他
人
事
で
は
な
く
、

第
二
の
基
地
県
で
あ
る
神
奈

川
県
に
住
む
私
た
ち
も
、
と

も
に
考
え
自
分
た
ち
の
こ
と

と
し
て
、
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

あ
ら
た
め
て
、
沖
縄
の
事

実
を
直
接
感
じ
る
こ
と
で
、

『
基
地
の
な
い
平
和
な
沖
縄

・
そ
し
て
神
奈
川
・
日
本

を
』
と
思
い
を
強
く
す
る
取

り
組
み
と
な
っ
た
。

参
加
し
た
亀
田
啓
央

さ
ん
に
聞
く

��

��

「
太
陽
に
照
ら
さ
れ
青
く

輝
く
綺
麗
な
海
。
そ
し
て
、

平
和
行
進
で
3
時
間
近
く
歩

い
て
も
途
絶
え
る
こ
と
の
な

い
米
軍
基
地
の
フ
ェ
ン
ス
。

沖
縄
の
人
々
は
国
内
唯
一

の
地
上
戦
を
経
験
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
失
い
、
悲
し

み
を
経
験
し
た
。
平
和
行
進

を
通
じ
て
、
沖
縄
に
は
平
和

へ
の
思
い
が
強
く
残
っ
て
い

る
と
感
じ
た
。」

沖
縄
の
思
い
つ
な
ぐ

「
5
・
15
平
和
行
進
」4
年
ぶ
り
に
実
施

5・15平和行進とは
太平洋戦争時、県民を巻き込み「鉄

の暴風」と呼ばれた熾烈な地上戦が行

われた沖縄。兵士だけでなく一般住民

約10万人を含む約20数万人が犠牲に

なったと言われている。

1952年サンフランシスコ講和条約発

効により沖縄が日本から切り離され、

27年後の1972年5月15日、本土復帰を

果たし今年で51年を迎えた。

オスプレイの強行配備、辺野古新基

地建設をはじめ、基地の機能強化など

問題が山積みしている。

平和行進を通じて全国と連携し、基

地も核も原発もない沖縄・日本をつく

るための5・15平和行進が毎年行われ

ている。

自
治
労
は
、
5
月
25
〜
26
日
に

第
1
6
4
回
中
央
委
員
会
を
ウ
ェ

ブ
で
開
い
た
。

冒
頭
、
川
本
委
員
長
は
「
統
一

地
方
選
で
は
、
全
国
で
2
3
3
人

の
組
織
内
・
政
策
協
力
議
員
が
当

選
し
た
。
自
治
体
の
あ
り
方
や
施

策
は
議
会
で
決
ま
る
。
組
合
の
日

常
的
な
活
動
を
強
化
し
、
政
治
闘

争
へ
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
さ
ら

に
、
民
間
の
春
闘
の
状
況
か
ら

も
、
物
価
高
に
応
じ
た
賃
金
労
働

条
件
の
改
善
は
不
可
欠
。
す
べ
て

の
活
動
の
根
幹
は
組
織
の
強
化
。

多
く
の
仲
間
の
結
集
で
粘
り
強
い

取
り
組
み
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

議
案
で
は
、
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
に
向
け
た
当
面
の
闘
争
方

針
を
は
じ
め
、
組
織
強
化
・
拡
大

の
た
め
の
推
進
計
画
の
総
括
と
新

た
な
方
針
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
各
県

か
ら
意
見
が
上
が
っ
た
。

神
奈
川
か
ら
は
、「
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
」「
自
治
労
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
」
な
ど
に

つ
い
て
発
言
。
給
与
制
度
の
再
整

備
や
差
別
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
強
化
を
求
め
た
。

Ｚ
世
代
が
考
え
る「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」そ
の
2

対
人
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
は
、
そ
の
人
自
身
が

幸
せ
で
満
た
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る

■
前
回
か
ら
保
育
を
事
例
と
し
て
、

労
働
者
に
焦
点
を
当
て
た
ケ
ア
産
業

の
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
保
育

の
課
題
と
し
て
慢
性
的
な
人
手
不
足

に
よ
る
保
育
の
質
の
低
下
や
そ
れ
に

伴
う
死
亡
事
故
、
そ
の
背
景
に
あ
る

保
育
士
の
低
賃
金
・
低
待
遇
に
つ
い

て
は
、
前
回
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。
今
回
は
解
決
の
糸
口
に
つ
い
て

考
え
た
い
。
■
賃
金
に
関
し
て
、
こ

れ
は
引
き
上
げ
る
ほ
か
な
い
。
市
場

に
お
け
る
需
要
と
供
給
の
モ
デ
ル
に

基
づ
け
ば
、
人
手
不
足
の
解
消
す
な

わ
ち
労
働
供
給
を
増
加
さ
せ
る
方
法

は
賃
上
げ
で
あ
る
。
経
済
学
の
シ
ン

プ
ル
な
モ
デ
ル
と
複
雑
な
現
実
と
は

イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
が
、
賃
上
げ
は

手
段
と
し
て
ほ
ぼ
間
違
っ
て
い
な

い
。
紙
幅
の
都
合
上
こ
こ
で
は
財
源

の
議
論
を
省
く
が
、
代
わ
り
に
保
育

や
そ
の
他
の
ケ
ア
産
業
に
お
け
る
賃

上
げ
が
、
マ
ク
ロ
経
済
に
ど
の
よ
う

に
影
響
す
る
か
に
つ
い
て
簡
単
に
触

れ
て
お
く
。
賃
上
げ
に
よ
り
他
の
産

業
部
門
（
こ
こ
で
は
仮
に
製
造
業
と

す
る
）
か
ら
ケ
ア
産
業
へ
労
働
力
が

移
動
す
る
と
、
製
造
業
で
は
減
少
し

た
労
働
投
入
量
を
補
お
う
と
し
て
資

本
投
入
量
が
増
え
る
。
こ
こ
で
強
調

し
た
い
の
は
、
設
備
投
資
に
よ
る
生

産
性
向
上
の
効
果
が
、
労
働
集
約
型

の
ケ
ア
産
業
よ
り
も
資
本
集
約
型
の

製
造
業
に
お
い
て
の
方
が
大
き
く
、

そ
れ
を
機
に
技
術
革
新
が
起
こ
る
可

能
性
も
高
ま
る
と
い
う
点
だ
。
こ
れ

は
経
済
全
体
の
資
源
配
分
の
効
率
性

か
ら
見
て
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ

る
。
■
待
遇
に
関
し
て
は
い
き
な
り

改
善
す
る
の
は
難
し
い
。
と
言
う
の

も
、
保
育
現
場
の
激
務
や
休
憩
の
な

さ
は
人
手
不
足
故
に
生
じ
る
と
こ
ろ

が
大
き
く
、
待
遇
改
善
に
は
人
手
不

足
解
消
が
必
須
で
あ
る
が
、
人
手
不

足
の
一
因
も
ま
た
低
待
遇
で
あ
る
と

い
う
よ
う
に
、
互
い
が
原
因
で
あ
り

結
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
低
待
遇

の
解
決
策
も
賃
上
げ
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
加
え
て
私
は
常
々
、
他
者
に

対
し
直
接
的
に
幸
せ
（
経
済
学
の
用

語
で
は
効
用
）
を
与
え
る
対
人
サ
ー

ビ
ス
従
事
者
は
、
そ
の
人
自
身
が
幸

せ
で
満
た
さ
れ
て
い
る
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。
業
界
や
職
種
に
よ
ら
ず

全
て
の
人
が
そ
う
で
あ
る
べ
き
だ

が
、
生
身
の
人
間
を
相
手
に
す
る
ケ

ア
産
業
、
と
り
わ
け
多
感
で
予
測
不

能
に
動
く
子
ど
も
を
相
手
に
す
る
保

育
士
の
精
神
が
健
全
で
あ
る
こ
と

は
、
保
育
の
質
の
向
上
に
不
可
欠

で
、
延
い
て
は
園
児
の
健
全
な
発
育

や
事
故
防
止
に
繋
が
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
そ
の
た
め
に
法
定
の

休
憩
が
充
分
に
可
能
か
つ
、
残
業
が

な
い
こ
と
は
言
わ
ず
も
が
な
、
必
要

な
ら
賃
金
据
置
き
の
週
休
3
日
制
の

導
入
も
視
野
に
入
れ
て
も
過
剰
で
は

な
い
と
考
え
る
。
■
い
ず
れ
に
せ
よ

賃
上
げ
な
く
し
て
解
決
は
な
い
が
、

保
育
を
は
じ
め
ケ
ア
産
業
は
女
性
が

圧
倒
的
多
数
（
平
成
27
年
度
の
総
務

省
調
査
に
よ
れ
ば
、
医
療
・
福
祉
部

門
の
女
性
比
率
は
75
・
3
％
と
全
産

業
部
門
中
ト
ッ
プ
）
で
あ
り
、
男
女

間
の
賃
金
格
差
の
側
面
も
あ
る
。
ま

た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
稿
で
も
述
べ

た
よ
う
に
、
ケ
ア
労
働
を
家
庭
内
の

無
償
供
給
に
押
し
込
め
る
発
想
も
根

強
い
。
心
身
の
�
ゆ
と
り
�
と
笑
顔

の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
賃
金
を
提

供
で
き
る
社
会
を
我
々
が
築
け
る
か

否
か
で
あ
る
。
保
育
士
の
配
置
基
準

を
見
直
す
こ
と
な
ど
を
謳
っ
た
「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
か
ら
10

年
が
経
っ
た
。
政
府
は
そ
ろ
そ
ろ
約

束
を
果
た
す
時
で
あ
る
。

人勧期に向けた取り組みなどを議論連載

自
治
研
セ
ン
タ
ー
ア
ル
バ
イ
ト
、
東
京
経
済
大
学
修
士
2
年
生

鈴
木
幸
大
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